
チューブラベルステンドグラス

髙橋徹氏のデザイン、製作により聖堂正面上部の5連窓の

ステンドグラスが1988年に完成。題名は「風象」です。

その後聖堂側面に2連の、また聖堂後方上部にもステンド

グラスが入りました。

教会の屋根の多くには鐘楼があります。鐘楼内の鐘は

礼拝の開始を知らせる合図として、さらには時の鐘と

して用いられます。本教会の鐘楼には残念ながら鐘が

設置されていませんので、チューブラベルがその役割

を担っています。鈴等を使用する事もあります。

聖 堂

現在の聖堂は吉田辰夫氏の設計によるもので、昭和25年
(1950)に落成、献堂式を行っています。スレート葺きの木造

漆喰造り。その後、耐震工事を施し、屋根は銅板菱葺きに

葺き直しました。

旧聖堂は明治42年(1909)に建立され、旧富岡製紙工場(群馬県)
にみられる木骨煉瓦造りという構造的強さと装飾的美しさを兼

ね備えたものでした。おかげで関東大震災にも耐えたものの東

京大空襲で消失しました。明治43年に発表された森鷗外の

「青年」という小説に「出来たばかりの会堂」という記述で、

この聖堂が登場しています。

聖 卓

天板は、けやきの一枚板で加工後の厚さは10.8cmです。

穏やかな土地で育った樹齢200年以上の木だったようで、

15年以上屋外で乾燥された後に加工されました。
原材は長さが5ｍあり、4本の脚も、天板との間の土台も

全て同じ板から切り分けています。5ｍというと、聖堂の

天井まで位の高さです。釘は1本も使用しておらず、総

重量は250kg以上あります。

脚は木が生えていた時と同じく根元が床側に来るように

填められ、南向きの側を南側に配置しています。

聖卓はキリスト教では「最後の晩餐」における食卓を

イメージしています。
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